
れ
る
（
平
安
中
期
以

れ
に
つ
い
て
は
本
稿

が
新
正
殿
御
床
下
に

う
歌
（
以
下
「
杵
築

本
稿
で
は
杵
築
祭

一
、

伊
勢
神
宮
の
式
年

祈
る
「
山
口
祭
」
か

儀
が
行
わ
れ
る
。
そ

「
杵
築
祭
」
は
現
在

伊
勢

前
の
「
杵
築
祭
」
は
性
格
が
異
な
る
と

「
五
、
私
見
」
に
述
べ
る
。）
が
、
そ

進
み
白
杖
を
以
て
御
柱
根
を
築
固
め
る

祭
歌
謡
」
と
言
う
）
が
あ
る
。

歌
謡
の
歌
詞
の
形
成
に
つ
い
て
考
察
す

は
じ
め
に

遷
宮
に
あ
た
っ
て
は
、
御
用
材
の
伐
採

ら
遷
御
後
の
「
御
神
楽
」
に
至
る
ま
で

の
祭
儀
の
一
つ
が
「
杵
築
祭
」
で
あ
る

「
新
殿
の
竣
功
を
祝
い
御
柱
根
を
固

内
宮
遷
宮
杵
築
祭
歌
謡

考
え
ら
れ
る
。
こ

の
際
大
宮
司
以
下

動
作
と
と
も
に
歌

る
。

あ
る
の
で
、

第
二
二
回
の

謡
は
以
下
の

掛
畏
幾
五

天
二
天
照

牟
四
字

万

（
掛
け
ま

と
搬
出
の
安
全
を

極
め
て
多
く
の
祭

。め
る
祭
儀
」
と
さ

文
献
上
遡

に
見
え
る
も

元
二
（
一
三

た
も
の
で
あ

の
形
成

歌
詞
は
堀
河
天
皇
時
、
嘉
保
二
（
一
〇

遷
宮
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。『
遷
宮

通
り
。（（

）
内
は
藤
原
の
書
き
下
し

十
鈴
乃
宮
乃
杵
築
志

介
里
杵
築
志

介
里

須
大
宮
地
呂
如
是
志
筒
々
仕
奉
良
牟
○
宮
家

世
万
天
二
万
世
万
天
二

く
も
畏
き
五
十
鈴
の
宮
の
杵
築
し
て

二
、
杵
築
祭
歌
謡

り
う
る
内
宮
の
杵
築
祭
歌
謡
の
最
古
の

の
で
あ
る
。『
遷
宮
例
文
』
は
、
長
暦

〇
四
）
年
に
わ
た
る
一
五
度
の
遷
宮
の

る
が
、
そ
の
中
の
杵
築
祭
歌
謡
部
分
に

藤

原

九
五
）
年
に
斎
行
さ
れ
た

例
文
』
所
載
の
杵
築
祭
歌

。）圀
曾
栄
留
郡
曾
栄
留
万
世
万

本
、
文
庫
本
、
以
下
有

仕
奉
良

け
り
杵
築
し
て
け
り
圀
ぞ

歌
詞
は
、『
遷
宮
例
文
』

二
（
一
〇
三
八
）
年

嘉

記
録
よ
り
例
証
を
抽
出
し

は
「
已
上
寛
治
秘
記
」
と

四
四

享

和



伊
勢
内
宮

〇
〇
年
の
隔
た
り
が

の
年
代
差
を
意
味
す

代
の
記
録
で
対
照
す

を
安
易
に
同
次
元
で

は
史
料
上
よ
り
古
く

皇
（
北
朝
後
円
融
天

行
の
第
三
六
回
式
年

は
藤
原
の
書
き
下
し

度
会
乃
豊
受
乃
宮

（
度
会
の
豊
受
の

万
世
ま
で
に
）

こ
の
よ
う
に
、
史

奉
ら
む
万
世
ま

知
波
夜
不
留
五

世
爾
、

（
ち
は
や
ぶ
る
五

ま
で
に
万
世
に

一
方
、
外
宮
の
杵

遷
宮
記
』
を
文
献
上

栄
ゆ
る
郡
ぞ
栄

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

あ
る
。
こ
の
年
代
差
は
直
ち
に
両
宮
の

る
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
両
宮
の
杵

る
こ
と
が
出
来
な
い
以
上
、
両
宮
の
杵

論
ず
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
内
宮
の
杵
築

皇
）
時
、
天
授
六
（
北
朝
康
暦
二
）

遷
宮
の
記
録
で
あ
る
。
歌
詞
は
以
下
の

。）乃
杵
築
志
天
宮
曾
栄
留
国
曾
栄
留
万
世
万
天

宮
の
杵
築
し
て
宮
ぞ
栄
ゆ
る
国
ぞ
栄

料
上
検
証
し
う
る
両
宮
の
杵
築
祭
歌
謡

で
に
万
世
ま
で
に
）

十
鈴
乃
宮
仁
杵
築
志
天
国
曾
栄
留
郡
曾
栄
留

十
鈴
の
宮
に
杵
築
し
て
国
ぞ
栄
ゆ
る

）築
祭
歌
謡
は
内
宮
に
約
三
〇
〇
年
下
り

の
初
見
と
す
る
。『
康
暦
二
年
外
宮
遷

ゆ
る
万
世
ま
で
に
天
照
す
大
宮
ど
こ
ろ

杵
築
祭
歌
謡
形
成

築
祭
歌
謡
を
同
時

築
祭
歌
謡
の
形
成

。
従
っ
て
本
稿
で

祭
歌
謡
に
絞
っ
て

天
皇
、

を
奏
る

を
天
下

の
人
等

「
新
し
き

（
一
三
八
〇
）
年
斎

通
り
。（（

）
内

仁
万
世
万
天
仁

ゆ
る
万
世
ま
で
に

の
歌
詞
に
は
約
三

「
カ
シ
コ
シ
ヤ

ゾ
サ
カ
ユ
ル

ラ
ン
カ
ク
シ

紀
正
月
宴

群
臣

こ
に
言
う
「

四
「
聖
武
紀

（『
続
日
本
紀

万
津
世
万
天
爾
、
万

郡
ぞ
栄
ゆ
る
万
世

『
康
暦
二
年
外
宮

宮
記
』
は
長
慶
天

を
指
す
。

杵
築
祭
歌

ろ
一
八
世
紀

信
生
氏
の
説

中
川
経
雅

か
く
し
つ
つ
仕
へ

論
究
す
る
こ

大
安
殿
に
御
し
ま
し
て
群
臣
を
宴
す

。
訖
り
て
更
に
、
少
年
・
童
女
を
し
て

の
有
位
の
人
、
并
せ
て
諸
司
の
史
生
に

、
琴
鼓
き
て
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、

年
の
始
に
、
か
く
し
こ
そ
、
供
奉
ら

、
五
十
鈴
ノ
宮
ニ
杵
築
シ
テ
ケ
リ

、
ま
た
、
天
照
ス
オ
ホ
宮
ト
コ
ロ

ツ

、
仕
ヘ
マ
ツ
ラ
ン
ヨ
ロ
ツ
代
マ
デ

歌
、
并
催
馬
楽
新
年
を
う
た
ひ
直
せ
し
な
る
べ
し

天
平
十
四
年
紀
正
月
宴
群
臣
歌
」
と

」
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
正
月
十
六

』
一
番
歌
）
を
指
す
。

三
、
先
行
研
究

謡
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
は
少

後
半
の
中
川
（
荒
木
田
）
経
雅
の
説
と

が
対
立
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

は
一
七
七
五
年
成
立
の
『
大
神
宮
儀

と
と
す
る
。
以
下
「
杵
築
祭
歌
謡
」
と

四
五

。
酒
酣
に
し
て
五
節
田

踏
歌
せ
し
む
。
ま
た
、
宴

賜
ふ
。
是
に
、
六
位
以
下

め
、
万
代
ま
で
に
」
と
い

、
国
ゾ
サ
カ
ユ
ル
、
郡

カ
ク
シ
ツ

、
仕
ヘ
マ
ツ

ニ
。
按
此
一
首
は
天
平
十
四
年

。」
と
論
じ
て
い
る
。
こ

は
『
続
日
本
紀
』
巻
第
十

日
条
の
次
の
記
事
中
の
歌

な
く
、
現
在
ま
で
の
と
こ

、
二
〇
世
紀
終
盤
の
大
島

式
解
』
巻
第
八
に
於
い
て

言
う
と
き
は
内
宮
の
そ
れ



い
直
し
」
説
を
批
判

そ
し
て
、
杵
築
祭

紀
の
歌
謡
や
、『
万
葉

に
せ
よ
受
け
な
が
ら

大
島
氏
の
言
う
「

室
寿
ぎ
の
歌
（『
古
事

八
雲
立
つ

出

歌
謡
を
と
ら
え
て
い

こ
の
説
に
対
し
て

大
島
氏
は
「
古
い
寿

日
本
紀
』
の
歌
の
影

の
歌
謡
は
形
成
さ
れ

し
』
で
は
な
く
、
我

と
言
え
よ
う
。」
と
述

伊
勢
内
宮

ふ
。ま

た
、『
催
馬
楽
』

新
し
き

年
の

へ
ま
つ
ら
め
や

で
あ
る
。

経
雅
は
右
に
揚
げ

さ
れ
る
。

歌
謡
の
起
源
を
「
古
い
寿
詞
」
に
求
め

集
』『
続
日
本
紀
』
の
歌
の
影
響
も
、

」
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

古
い
寿
詞
」
と
は
「
神
代
記
」「
神
代

記
』
一
番
歌
。『
日
本
書
紀
』
一
番
歌

雲
八
重
垣

妻
籠
み
に

八
重
垣
作
る

る
の
で
あ
る
。

否
定
的
な
見
解
を
と
ら
れ
る
の
が
大
島

詞
に
起
源
が
あ
り
、
推
古
紀
の
歌
謡
や

響
も
、
直
接
的
で
は
な
い
に
せ
よ
受
け

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
特
定

が
国
の
歌
の
伝
統
の
中
か
ら
生
ま
れ
て

べ
、
経
雅
の
「『
続
日
本
紀
』
歌
謡

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

「
新
年
」
は
、

始
め
に
や

か
く
し
こ
そ

は
れ

万
代
ま
で
に

あ
は
れ

そ
こ
よ
し

た
二
首
の
歌
を
「
歌
ひ
直
せ
し
」
も
の

、
そ
れ
が
「
推
古

直
接
的
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

紀
」
に
見
え
る
新

も
ほ
ぼ
同
じ
）、

そ
の
八
重
垣
を

に
奉
っ
た
寿

春
正
月

に
、
大やたかむ

信
生
氏
で
あ
る
。

、『
万
葉
集
』『
続

な
が
ら
、
杵
築
祭

の
歌
の
『
歌
い
直

き
た
歌
謡
で
あ
る

、『
催
馬
楽
』
の
歌

の
家
長

浅
甕
に

子
等
。

略
）
挙

ず
。
手

を
指
し
、

「
推
古
紀
の

か
く
し
こ
そ

仕

や

万
代
ま
で
に

、
と
し
て
杵
築
祭

や
、「
顕
宗
即

築
き
立

の
鎮
な

取
り
置

蘆
は

縄
葛
は

歌
（『
日
本
書
紀
』
一
〇
二
番
歌
）、

の
辛
巳
の
朔
に
し
て
丁
亥
に
、
置
酒
し

臣
、
寿
上
り
て
歌
し
て
曰
さ
く
、

す
み
し
し

我
が
大
君
の

隠
り
ま
す

す

み
そ
ら
を
見
れ
ば

万
代
に

か

く
し
も
が
も

畏
み
て

仕
へ
奉
ら
む

歌
づ
き
ま
つ
る

の

御
富
の
余
な
り
。
出
雲
は

新
墾

醸
め
る
酒
、
美
に
を

飲
喫
ふ
る
が

（
割
注
省
略
）
脚
日
木
の

此
の
傍
山

げ
て

吾
が

へ
ば
、
旨
酒

餌
香

掌
も

に
（
割
注
省
略
）
拍
ち

歌
謡
」
と
は
推
古
天
皇
二
十
年
正
月

位
前
紀
」
に
見
え
る
新
室
寿
ぎ
の
寿

つ
る

稚
室
葛
根
、
築
き
立
つ
る

柱

り
。
取
り
挙
ぐ
る

棟
梁
は
、
此
の
家

け
る

椽

は
、
此
の
家
長
の

御
心

、
此
の
家
長
の

御
心
の
平
な
り
。（

、
此
の
家
長
の

御
寿
の
堅
な
り
。
取

て
群
卿
に
宴
す
。
是
の
日

天
の
八
十
蔭

出
で
立

く
し
も
が
も

千
代
に
も

拝
み
て

仕
へ
ま
つ
ら

、
新
墾
の

十
握
稲
の
穂
、

ね
、（
割
注
省
略
）
吾
が

の
、
牡
鹿
の
角
（
割
注
省

の
市
に

直
以
ち
て
買
は

上
げ
賜
へ
、
吾
が
常
世
等
。

七
日
に
蘇
我
馬
子
が
天
皇

四
六

詞
、は

、
此
の
家
長
の

御
心

長
の

御
心
の
林
な
り
。

の
斉
な
り
。
取
り
置
け
る

割
注
省
略
）
取
り
結
へ
る

り
葺
け
る

草
葉
は
、
此
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「
歌
詞
の
文
学
史
が

い
と
思
わ
れ
る
。
古

い
風
俗
が
見
え
る
し

代
の
永
遠
性
に
賀
歌

ま
た
、
同
氏
は
『

楯
並
め
て

泉

『
続
日
本
紀
』
の
歌
と

げ
た
巻
第
十
四
「
聖

る
歌
（『
続
日
本
紀
』

杵
築
祭
歌
謡
の
成

こ
の
他
に
ロ
ー
ズ
マ

『
万
葉
集
』
の
歌
と

三
香
の
原
の
新

山
背
の

久
邇

み
ち
葉
に
ほ
ひ

瀬
に
は

浮
橋

反
歌 と

ま
を
す

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

永
い
し
、
古
典
や
宮
中
に
お
け
る
歌

典
上
に
宮
造
り
の
際
に
歌
舞
（
詠

）

、
そ
れ
と
『
新
年
』
と
い
う
形
容
語
句

を
奉
献
す
る
時
の
歌
詞
が
、
杵
築
の
歌

日
本
書
紀
』
一
〇
二
番
歌
や
『
続
日
本

の
川
の

水
脈
絶
え
ず

仕
へ
奉
ら
む

（
巻
第
第
十
七

は
中
川
（
荒
木
田
）
経
雅
の
説
を
紹

武
紀
」
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
正
月

一
番
歌
）、
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。

立
に
つ
い
て
論
じ
た
主
な
先
行
研
究
は

リ
ー
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
氏
に
次
の
よ
う
な

は
巻
第
十
七
・
三
九
〇
七

八
番
歌

都
を
讃
む
る
歌
一
首
（
并
せ
て
短
歌
）

の
都
は

春
さ
れ
ば

花
咲
き
を
を
り

帯
ば
せ
る

泉
の
川
の

上
つ
瀬
に

渡
し

あ
り
通
ひ

仕
へ
奉
ら
む

万

（
巻
第
第
十
七

。

詞
と
の
関
り
も
深

を
行
う
と
い
う
古

、
或
は
天
皇
の
御

の
源
で
あ
ろ
う
。」

紀
』
一
番
歌
（
何

が
、『
続
日
本

合
う
よ
う
に

今
日
的
見
地

仮
に
「
歌

ら
な
の
か
『

大
宮
所

・
三
九
〇
八
番
歌
）

介
し
た
部
分
に
掲

十
六
日
条
に
見
え

以
上
で
あ
る
が
、

意
見
が
あ
る
。

り
入
れ
ら
れ

次
に
先
行

ま
ず
、
経

「
新
年
」
を

ひ
直
す
」
と

、
秋
さ
れ
ば

も

打
橋
渡
し

淀

代
ま
で
に

・
三
九
〇
七
番
歌
）

番
歌
、『
古
今

の
表
現
の
類

同
じ
く
杵
築

（
中
略
）
神
宮

ら
れ
る
。

氏
の
文
章

代
を
寿
ぐ
万

れ
も
前
掲
）、

紀
』
一
番
歌
と
『
催
馬
楽
』「
新
年
」

替
え
て
歌
っ
た
の
が
杵
築
祭
歌
謡
で
あ

か
ら
言
う
と
や
や
粗
雑
な
論
と
言
わ
ざ

ひ
直
せ
し
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、

催
馬
楽
』「
新
年
」
か
ら
な
の
か
も
明

て
い
る
」
と
い
う
主
旨
と
理
解
す
る
。

四
、
先
行
学
説
の
検
討

学
説
の
検
討
に
入
る
。

雅
の
言
う
杵
築
祭
歌
謡
は
『
続
日
本
紀

「
歌
ひ
直
せ
し
」
も
の
で
あ
る
と
い
う

は
厳
密
に
ど
の
よ
う
な
言
語
活
動
を
指

和
歌
集
』
巻
第
二
十
・
一
〇
六
九
番

似
性
を
指
摘
し
、「
天
皇
御
代
の
永
遠

祭
の
歌
に
も
使
わ
れ
て
き
た
と
言
え

と
国
家
の
永
遠
性
を
祈
る
と
理
解
さ

は
や
や
文
意
が
と
り
辛
い
所
も
あ
る
が

葉
時
代
以
来
の
古
く
か
ら
の
賀
歌
の
表

ま
た
『
万
葉
集
』
巻
第
十
三
・
三
三

四
七

の
歌
詞
を
「
杵
築
祭
」
に

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

る
を
得
な
い
。

『
続
日
本
紀
』
一
番
歌
か

確
で
は
な
い
。
勿
論
杵
築

』
一
番
歌
と
『
催
馬
楽
』

説
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
歌

す
の
か
が
限
定
し
に
く
い

歌
（「
大
直
毘
の
歌
」）
と

性
を
祝
福
す
る
表
現
が
、

よ
う
。
杵
築
祭
の
場
合
は

れ
よ
う
。」
と
も
述
べ
て
お

、
要
す
る
に
「
天
皇
の
御

現
が
杵
築
祭
歌
謡
に
も
取

〇
二
番
歌
、
同
三
三
二
四



（
祝
福
す
る
）
こ
と
」

派
さ
を
そ
の
家
の
主

「
杵
築
祭
」
は
竣
功
後

固
め
る
祭
り
で
あ
る

り
も
ま
だ
先
に
行
わ

や
機
能
を
異
に
す
る

は
お
よ
そ
か
け
離
れ

で
あ
り
、
も
う
一
首

次
に
大
島
氏
の
論

杵
築
祭
歌
謡
の
起

大
島
氏
の
お
っ
し
ゃ

記
』
一
番
歌
・『
日
本

寿
ぎ
の
寿
詞
を
指
す

る
か
ら
で
あ
る
。「

伊
勢
内
宮

祭
歌
謡
は
『
続
日
本

表
現
を
含
む
が
、
同

ル
氏
も
指
摘
す
る
よ

も
見
え
、『
続
日
本
紀

と
直
線
的
或
い
は
単

更
に
経
雅
の
論
は
「

で
あ
っ
て
、
竣
功
間
も
な
い
家
屋
の

人
へ
の
称
讃
と
絡
め
て
述
べ
上
げ
る

の
祭
り
で
は
な
く
、
竣
功
前
の
新
宮

。『
遷
宮
例
文
』
に
よ
れ
ば
御

を
造

れ
る
祭
典
で
あ
り
、
竣
功
を
祝
う
新
室

。
歌
唱
形
態
も
次
の
史
料
を
見
れ
ば
新

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ

の
歌
に
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
と
い
う

に
つ
い
て
。

源
を
「
古
い
寿
詞
」
に
求
め
る
考
え
方

る
「
古
い
寿
詞
」
は
「
先
行
研
究
」
先

書
紀
』
一
番
歌
や
「
顕
宗
即
位
前
紀

が
、
杵
築
祭
歌
謡
は
「
新
室
寿
ぎ
」
と

新
室
寿
ぎ
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
「

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

紀
』
一
番
歌
や
『
催
馬
楽
』「
新
年
」

様
な
表
現
は
大
島
信
生
氏
や
ロ
ー
ズ
マ

う
に
杵
築
祭
歌
謡
に
先
行
す
る
と
思
わ

』
一
番
歌
と
『
催
馬
楽
』「
新
年
」
を

線
的
に
考
え
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る

天
照
す
大
宮
ど
こ
ろ

」
に
つ

す
ば
ら
し
さ
、
立

も
の
で
あ
る
が
、

の
御
柱
根
を
築
き

る
「
御
戸
祭
」
よ

寿
ぎ
と
は
全
く
場

室
寿
ぎ
の
寿
詞
と

う
。（
ア
、
イ
、
ウ

式
』（『
貞
観

詞
ヲ

」
と
見

新
室
寿
ぎ
の

と
に
よ
っ
て

た
だ
前
掲

（
嘉
保
二
（
一

如
何
か
と
い

憾
み
が
残
る
。

に
は
疑
問
が
あ
る
。

に
掲
げ
た
『
古
事

」
に
見
え
る
新
室

は
性
格
を
異
に
す

新
築
建
物
を
寿
ぐ

ウ
、『
寛
文
九

宮
）

ア
「
心
の

あ
る
よ
う
に

或
い
は
微
音

の
歌
詞
と
共
通
の

リ
ー
・
ベ
ル
ナ
ー

れ
る
他
の
史
料
に

「
歌
ひ
直
せ
し
」

べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
て
の
み
の
分
析

と
も
傍
点
は

ア
、『
元
亨
三

四
回
式
年

イ
、『
寛
正
三

宮
）

儀
式
』）
巻
第
一
「
園
并
韓
ノ
神
祭
儀

え
る
よ
う
に
神
に
対
し
て
申
し
上
げ
る

寿
詞
が
新
築
家
屋
の
主
人
に
対
し
て
声

そ
の
機
能
を
発
揮
し
た
で
あ
ろ
う
の
と

ア

ウ
の
史
料
は
時
代
的
に
『
遷
宮
例

〇
九
五
）
年
）
を
下
る
の
で
、
嘉
保

う
こ
と
が
当
然
問
題
と
な
ろ
う
。

二
首
ノ
詠
哥
ヲ
微
音
ニ
謌
テ
、

年
内
宮
遷
宮
記
』（
寛
文
九
（
一
六
六

二
首
謌
ヲ
微
音
三
反
ニ
唱
廻
、

う
ち
に
ゑ
い
し
」、
イ
「
微
音
ニ
謌
テ
」、

、
杵
築
祭
歌
謡
は
大
き
な
声
で
歌
う
も

に
て
詠
唱
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。「

藤
原
に
よ
る
）

年
内
宮
遷
宮
記
（
假
字
本
）』（
元
亨

遷
宮
）

二
し
ゆ
の
う
た
を
心
の
う
ち
に
ゑ
い
し

年
造
内
宮
記
』（
寛
正
三
（
一
四
六

」
に
「
御
巫
微
声
ニ
宣
祝

祝
詞
の
奏
上
法
で
あ
り
、

に
出
し
て
唱
え
ら
れ
る
こ

は
根
本
的
に
異
な
る
。

文
』
所
載
の
杵
築
祭
歌
謡

二
年
段
階
の
歌
唱
形
態
は

九
）
年
第
四
五
回
式
年
遷

ウ
「
微
音
三
反
ニ
唱
」
と

の
で
は
な
く
、
心
の
中
で
、

微
音
」
と
い
う
の
は
、『
儀

四
八

三
（
一
三
二
三
）
年
第
三

、二
）
年
第
四
〇
回
式
年
遷



伊
勢
内
宮

知
波
夜
不
留
五

世
尓

已
上
寛
治
秘

「
杵
築
祭
」
は
「
新

御
柱
根
を
築
き
固
め

だ
け
独
立
し
て
大
声

詔
刀
言

度
會
乃
宇
治
乃
五

比
無
動
久
常
磐
堅

秋
豊
葦
原
乃
瑞

十
鈴
乃
宮
乃
杵
築

照
須
大
宮
地
呂
如

な
い
が
、
杵
築
祭
歌

記
さ
れ
て
お
り
（
こ

活
字
版
に
因
ら
ず
神

刻
し
て
掲
げ
る
。
改

も
あ
え
て
そ
の
ま
ま

歌
が
祝
詞
と
同
様
か

わ
せ
る
。
祝
詞
が
微

『
遷
宮
例
文
』
に
は

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

十
鈴
乃
宮
仁
杵
築
志
天
国
曾
栄
留
郡
曾
＼
営

記室
寿
ぎ
」
で
は
な
く
あ
く
ま
で
神
事

る
こ
と
に
よ
っ
て
神
に
「
仕
へ
奉
る
」

で
詠
唱
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

十
鈴
川
上
乃
下
都
磐
根
仁
大
宮
柱
大
＼

石
仁
茂
世
度
平
久
＼
安
久
守
幸
給
度
以
吉

大
＼
宮
柱
乎
百
千
位
神
人
等
良
奉
杵
築

志
弖
介
里
杵
築
志
弖
介
里
国
曽
栄
留
郡
曽
栄

是
志
筒
々
仕
奉
良
牟
仕
＼
奉
良
牟
万
世
万
天

謡
は
左
の
よ
う
に
「
詔
刀
言
」（
の
り

こ
で
は
杵
築
祭
歌
謡
の
記
載
形
態
を
明

宮
文
庫
蔵
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年

行
部
分
は
「
＼
」
で
明
示
し
た
。
誤
字

記
し
た
。
杵
築
祭
歌
謡
部
分
に
傍
線
を

ま
た
は
そ
れ
に
近
い
形
態
で
口
に
さ
れ

音
で
唱
え
ら
れ
る
以
上
、
少
な
く
と
も

杵
築
祭
歌
謡
の
発
声
形
態
そ
の
も
の

留
万
津
世
万
天
尓
万

で
あ
る
。
新
宮
の

こ
と
を
申
し
上
げ

の
遷
宮
の
も

『
皇
太
神
宮
儀

取
吉

宜
内
人

と
あ
り
、
こ

敷
立
天
朝
廷
寳
位

日
良
辰
天
千
五
百

詔
度
申
掛
畏
幾
五
＼

＼
留
万
世
万
天
二
天

二
万
世
万
天
二

は
当
然
で
あ

次
に
杵
築

ま
ず
、
歌

「
二
、
杵
築

は
『
遷
宮
例

と
ご
と
）
の
中
に

ら
か
に
す
る
た
め
、

写
本
を
藤
原
が
翻

と
思
わ
れ
る
部
分

附
し
た
。）、
こ
の

た
こ
と
を
う
か
が

杵
築
祭
歌
謡
部
分

大
島
氏
も

紀
』
一
番
歌

位
前
紀
」
の

わ
け
で
は
な

新
室
寿
ぎ

性
格
が
異
な

全
く
別
種
の

に
関
す
る
記
述
は

る
の
が
杵
築

の
（
推
定
）
で
あ
る
。
た
だ
、
延
暦
一

式
帳
』（「
一
新
宮
造
奉
時
行
事
并
用

日
、
正
殿
地
築
平

役
夫
卜
合
地

等
、
築
平
詠

、

こ
に
「
歌
詞
の
内
容
は
分
か
ら
な
い
も

ろ
う
。

五
、
私
見

祭
歌
謡
の
成
立
に
関
す
る
私
見
を
述
べ

詞
の
形
成
時
期
に
つ
い
て
。

祭
歌
謡
」
で
も
述
べ
た
と
お
り
杵
築

文
』
所
載
の
嘉
保
二
（
一
〇
九
五
）
年

注

、

掲
示
論
文
の
中
で
『
古
事

に
「
杵
築
祭
歌
謡
と
の
歌
詞
の
類
似
は

新
室
寿
ぎ
の
寿
詞
中
に
杵
築
祭
歌
謡
と

い
」
と
認
め
て
お
ら
れ
る
。

と
「
杵
築
祭
」
は
先
程
か
ら
述
べ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
伴
う
寿
詞

も
の
で
あ
る
か
ら
、
表
現
に
お
い
て
も

祭
歌
謡
な
の
で
あ
る
。

四
九

三
（
八
〇
四
）
年
成
立
の

物
事
」）
に
、

土
正
殿
地
持
運
置
、
即
禰

の
の
、『
遷
宮
例
文
』
所

る
。

祭
歌
謡
歌
詞
の
初
見
記
事

に
斎
行
さ
れ
た
第
二
二
回

記
』
一
番
歌
や
『
日
本
書

見
ら
れ
な
い
」、「
顕
宗
即

「
直
接
的
な
類
句
が
あ
る

る
よ
う
に
根
本
的
に
そ
の

な
り
歌
謡
な
り
の
機
能
も

両
者
に
共
通
点
が
な
い
の



こ
と
に
な
る
歌
が
、

わ
れ
て
い
た
と
考
え

の
う
ち
に
」、「
微
音

」
と
い
う
所
作
に

更
に
『
延
喜
式
』

施
行
）
巻
第
四
神
祇

築
平
正
殿
地

る
動
作
で
あ
っ
て
、

地
を
「
築
平
」
祭
り

柱
根
を
築
き
固
め
る

「
杵
築
祭
」
と
い
う
祭

祭
」
と
は
性
格
が
異

よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
「
心
の
う
ち
に
」、

伊
勢
内
宮

引
「
寛
治
秘
記
」
に

（
大
島
氏
注

、

掲

た
し
か
に
『
皇
太

「
正
殿
地
」
を
「
築

「
詠

」
と
い
う
動

見
え
る
「
築
平
詠

そ
れ
よ
り
遙
か
以
前
の
『
皇
太
神
宮
儀

る
こ
と
は
難
し
い
。「
詔
刀
言
」
と
し

」
で
歌
う
と
い
う
の
は
『
皇
太
神
宮

も
な
じ
ま
な
い
。

（
延
長
五
（
九
二
七
）
年
完
成
、
康
保

四
「
伊
勢
大
神
宮
」
の
「
鎮
祭
宮
地

右
、
鎮
祭
畢
、
地
祭
物
忌
清

正
殿
建
築
前
に
卜
定
し
た
土
地
か
ら
土

で
あ
り
、
嘉
保
二
年
段
階
の
よ
う
に

祭
り
と
は
性
格
が
異
な
る
。『
皇
太
神

り
の
名
称
も
ま
だ
見
え
ず
、
嘉
保
二

な
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
杵
築

（
前
節
に
記
し
た
よ
う
に
）「
詔
刀
言

「
微
音
」
で
う
た
う
と
い
う
歌
唱
法
と

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

近
い
内
容
の
歌
詞
を
想
定
す
る
こ
と
は

示
論
文
）
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

神
宮
儀
式
帳
』
の
右
の
記
述
か
ら
、
九

平
」
祭
り
が
あ
り
、
（
歌
詞
の
記

作
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、『
皇
太

」
は
「
役
夫
卜
合
地

土
正
殿
地

式
帳
』
段
階
で
歌

て
、
或
い
は
「
心

儀
式
帳
』
の
「
詠

四
（
九
六
七
）
年

」
条
に
も
、

掃
其
地
、
掘
心

れ
て
い
る
。

し
つ
つ
仕
へ

高
御
座

任
け
の

継
ぎ
継

天
地
と

を
運
び
入
れ
て
土

正
殿
建
築
後
に
御

宮
儀
式
帳
』
に
は

年
段
階
の
「
杵
築

祭
」
と
記
さ
れ
る

」
と
し
て
、
或
い

と
も
に
記
さ
れ
る

の
は
九
六
七

所
引
『
寛
治

八
一
）
年
の

五
）
年
の
第

次
に
歌
詞

「
三
、
先
行

く
の
先
行
す

可
能
で
あ
ろ
う
。」

世
紀
初
頭
段
階
で

載
は
な
い
が
）

神
宮
儀
式
帳
』
に

持
運
置
」
行
わ
れ

柱
穴
、

と
見
え
、
康

あ
る
こ
と
が

「
築
平
」
は
建

る
」
祭
と
し

こ
れ
ら
の

既
に
掲
げ
た
他
に
も
、「
如
是
志
筒
々
仕

奉
ら
む
万
世
ま
で
に
）」
に
つ
い
て
は

天
の
日
継
と

天
の
下

知
ら
し
め

ま
に
ま
に

こ
の
川
の

絶
ゆ
る
こ
と

ぎ
に

か
く
し
こ
そ

仕
へ
奉
ら
め（

巻

久
し
き
ま
で
に

万
代
に

仕
へ
奉

年
（『
延
喜
式
』
施
行
）
よ
り
後
、
一

秘
記
』）
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
一
六
回
式
年
遷
宮
（
円
融
天
皇
時

二
二
回
式
年
遷
宮
（
堀
河
天
皇
時
）
ま

の
影
響
関
係
に
つ
い
て
。

研
究
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
杵
築
祭

る
歌
が
あ
る
こ
と
が
中
川
経
雅
や
大
島

保
四
年
段
階
で
「
築
平
正
殿
地
」
は

わ
か
る
。
こ
の
段
階
で
も
ま
だ
「
杵
築

築
後
の
御
柱
根
を
築
き
固
め
る
の
で

て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

事
実
か
ら
、『
遷
宮
例
文
』
に
見
え
る

奉
良
牟
万
世
万
天
二
（
か
く

『
万
葉
集
』
に
、

し
け
る

大
君
の

な
く

こ
の
山
の

い
や

い
や
遠
長
に

第
十
八
・
四
〇
九
八
番
歌
）

ら
む

黒
酒
白
酒
を

〇
九
五
年
（『
遷
宮
例
文
』

具
体
的
に
は
天
元
四
（
九

）
か
ら
嘉
保
二
（
一
〇
九

で
で
あ
る
。

歌
謡
に
は
類
句
を
含
む
多

信
生
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ

五
〇

「
掘
心
柱
穴
」
の
前
で

祭
」
の
名
称
は
見
え
ず
、

は
な
く
、「
宮
地
を
鎮
め

杵
築
祭
歌
謡
が
成
立
し
た
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ま
ず
、『
日
本
書
紀

成
さ
れ
た
と
は
時
代

集
』
に
見
え
る
類
似

「
国
ぞ
栄
ゆ
る
」
は
な

を
想
定
す
る
こ
と
は

白
璧
沈
く
や

ば

国
ぞ
栄
え

ん
と

お
お
し

と
見
え
る
。

そ
れ
で
は
、
杵
築

行
研
究
」
に
掲
げ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

と
見
え
、「
国
曾
栄
留

弘
仁
一
三
（
八
二
二

朝
日
刺
す
豊
浦

お
し
て
や
、
桜

し
て
や
、
然
し

と
見
え
、『
催
馬
楽
』

葛
城
の

寺
の

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

』
や
『
万
葉
集
』
の
表
現
か
ら
杵
築

的
に
も
考
え
に
く
い
。
ま
た
、『
日
本

表
現
は
「
仕
へ
奉
ら
む
」「
万
代
ま
で

い
の
で
、
表
現
の
上
か
ら
も
や
は
り

難
し
い
。

真
白
璧
沈
く
や

お
し
と
と

と
お
し

む
や

我
家
ら
ぞ

富
せ
む
や

お
お

と
ん
と

と
し
と
ん
と

祭
歌
謡
と
共
通
の
表
現
を
持
つ
こ
れ

歌
も
含
む
）
が
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成
に

郡
曾
栄
留
（
国
ぞ
栄
ゆ
る
郡
ぞ
栄
ゆ
る

）
年
頃
成
立
の
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊

の
寺
の
西
な
る
や
、
お
し
て
や
、
桜
井

井
に
、
白
玉
沈
く
や
、
吉
き
玉
沈
く
や

て
は
、
国
ぞ
栄
え
む
、
我
家
ぞ
栄
え
む

「
葛
城
」
に
も
、

前
な
る
や

豊
浦
の
寺
の

西
な
る

（
巻
第
十
九

祭
歌
謡
が
直
接
形

書
紀
』
や
『
万
葉

に
」
の
み
で
あ
り

直
接
の
因
果
関
係

『
體
源
鈔

年
）

哥
楽
例

朝
覲
行

｜
中

と
と

し
か
し
て

し
と
と

と
し
と

ら
の
歌
（「
三
、
先

直
接
つ
な
が
っ
た

物
語
』
に
見

平
安
時
代
中

『
源
氏
物

弁
の

と
う
た

同
「
若

葛
城

）」
に
つ
い
て
は
、

異
記
』
に
、

に
、
お
し
て
や
、

、
お
し
て
や
、
お

や
、
お
し
て
や
。

や

榎
の
葉
井
に

む
）」
が
揃
う

響
関
係
は
考

る
が
同
八
番

本
紀
』
か
ら

『
続
日
本
紀
』

悪
霊
異
記
』、

く
流
布
し
た

・
四
二
七
五
番
歌
）

『
続
日
本
紀

』
十
ノ
上
（
豊
原
統
秋
撰

永
正
八

幸略
｜

え
、『
體
源
鈔
』
に
も
「
哥
楽
例
」
が

後
期
の
宮
廷
社
会
に
広
く
歌
わ
れ
て
い

語
』「
若
紫
」

君
、
扇
は
か
な
う
う
ち
鳴
ら
し
て
、「

ふ
。

菜
下
」

遊
び
た
ま
ふ
、
は
な
や
か
に
お
も
し
ろ

が
、
こ
れ
も
ま
た
時
代
的
に
杵
築
祭

え
に
く
い
。
ま
た
、『
続
日
本
紀
』
一

歌
は
光
仁
天
皇
即
位
の
童
謡
で
あ
っ
て

直
接
杵
築
祭
歌
謡
に
転
用
さ
れ
た
と
は

歌
謡
（
一
番
歌
、
八
番
歌
）
の
表
現

『
古
今
和
歌
集
』、『
琴
歌
譜
』、『
催
馬

。
就
中
『
催
馬
楽
』（「
葛
城
」、「
新
年

』
に
は
「
仕
へ
奉
ら
む
」「
万
代
ま
で

五
一

・
九
（
一
五
一
一
・
二
）

記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

豊
浦
の
寺
の
西
な
る
や
」

し
。

歌
謡
に
対
す
る
直
接
の
影

番
歌
は
宮
廷
の
寿
歌
で
あ

、
歌
の
性
格
上
も
『
続
日

考
え
に
く
い
。
し
か
し
、

は
後
に
『
日
本
国
現
報
善

楽
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
広

」）
は
次
の
通
り
『
源
氏

に
」「
国
ぞ
栄
ゆ
る
（
え



｜
中
略
｜

同
三
（
一
一

呂
新
年
、
鳥
破

｜
中
略
｜

治
承
二
年
（
一

呂
新
年
、
鳥
破

｜
後
略
｜

呂
新
年
、
鳥
破

｜
中
略
｜

天
承
元
（
一
一

呂
新
年
、
鳥
破

｜
中
略
｜

長
承
二
（
一
一

呂
新
年
、
席
田

伊
勢
内
宮

同
四
（
一
一
二

呂
新
年
、
鳥
破

｜
中
略
｜

太
治
（
一
一
二

呂
新
年
、
鳥
破

同
三
（
一
一
二

七
一
）
年
正
月
十
三
日

、
美
作
、
鳥
急
律
（
略
）

一
七
八
）
年
正
月
四
日

、
席
田
、
鳥
急
律
（
略
）

、
席
田
、
同
急
律
（
略
）

三
一
）
年
正
月
二
日

、
美
作
律
（
略
）

三
三
）
年
正
月
二
日

、
鳥
破
急
、
賀
殿
急
律
（
略
）

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

三
）
年
正
月
五
日

、
席
田
律
（
略
）

七
）
二
年
正
月
三
日

、
席
田
、
賀
跛
急
律
（
略
）

八
）
年
正
月
二
日

危
険
で
あ
る

は
な
く
文
字

杵
築
祭
歌
謡

楽
』
の
表
現

い
出
さ
れ
て

『
催
馬
楽
』

の
性
格
は
な

杵
築
祭
歌

ま
で
と
す
る

が
最
も
自
然

勿
論
、
文

と
い
う
可
能

の
表
現
が
用

謡
の
創
立
年

清
暑
堂

｜
中

仁
安
元

呂
葛
城

｜
後

。
し
か
し
、
杵
築
祭
歌
謡
が
、
当
時
歌

化
さ
れ
て
久
し
い
テ
キ
ス
ト
か
ら
創
作

成
立
当
時
に
実
際
に
歌
謡
と
し
て
広

を
下
敷
き
に
し
て
、「
杵
築
祭
」
の
動

い
っ
た
と
考
え
る
方
が
蓋
然
性
が
高
い

「
葛
城
」
は
『
続
日
本
紀
』
八
番
歌
と

く
、
賀
宴
や
清
暑
堂
御
神
楽
に
歌
わ
れ

謡
の
形
成
年
代
を
先
述
の
通
り
九
六
七

と
、
時
代
的
に
こ
の
『
催
馬
楽
』
が
影

で
あ
ろ
う
。

字
化
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
改
変
に

性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
、「
仕
へ
奉

い
ら
れ
た
歌
が
記
載
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

代
の
差
の
み
を
以
て
杵
築
祭
歌
謡
と
の

御
神
楽

略
｜

（
一
一
六
六
）
年
十
一
月
十
七
日

、
鳥
破
、
蓑
山
﹇
イ
ニ
テ
補
﹈、
同
急

略
｜

わ
れ
て
い
た
歌
謡
か
ら
で

さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、

く
歌
わ
れ
て
い
た
『
催
馬

作
に
相
応
し
い
表
現
で
歌

。は
異
な
り
、
童
謡
と
し
て

る
寿
歌
と
し
て
の
機
能
を

年
よ
り
後
、
一
〇
九
五
年

響
を
与
え
た
と
考
え
る
の

よ
る
杵
築
祭
歌
謡
の
創
出

ら
む
」「
万
代
ま
で
に
」
等

の
成
立
年
代
と
杵
築
祭
歌

影
響
関
係
を
論
じ
る
の
は

五
二

（

）
内
は
藤
原
注
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大
宮
の

千
木

十
二
月
十
七

宇
治
山
の

五

む
以
上
、
杵
築
祭
歌

て
歌
い
出
し
た
と
考

中
行
事
』
に
も
次
の

と
同
様
の
影
響
関
係

六
月
十
六
日

宮
人
の

挿
せ

六
月
十
七
日

六
月
の

大
装

わ
し
か
っ
た
の
で
あ

神
宮
祭
主
、
大
神

大
神
宮
司
者

以
神
祇
官
五

と
見
え
、
中
央
か
ら

さ
れ
た
官
人
が
宮
廷

「
杵
築
祭
」
に
ふ
さ
わ

持
っ
て
い
る
の
で
、

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

に
生
ひ
た
る

山
榊

万
を
千
代
に

日
月
次
祭
直
会
大
和
舞
歌

十
鈴
の
原
に

満
ち
立
ち
て

万
代
ま

謡
は
中
央
よ
り
派
遣
さ
れ
た
神
宮
祭
主

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
一
二
世
紀

通
り
「
万
代
ま
で
に
」
等
の
表
現
が
見

を
う
か
が
わ
せ
る
。

御
饌
祭
桜
宮
大
和
舞
歌

る
榊
を

我
挿
し
て

万
代
ま
で
に

祭
使
参
宮
之
間
大
和
舞
歌

衣

膝
つ
き
て

万
代
ま
で
に

奏
で

る
。

宮
司
の
補
任
は
『
延
喜
式
』
巻
第
四

、
准
国
司
交
替

位
以
上
中
臣
任
祭
主

の
派
遣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
央

に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
歌
謡
で
あ
る

し
い
歌
詞
を
持
つ
「
新
年
」、「
葛
城

そ
の
表
現
が
杵
築
祭
歌
謡
と
し
て
用
い

仕
へ
奉
ら
む

で
と

奏
で
遊
ば

、
大
神
宮
司
が
平

他
に
も
杵

ず
『
続
日

ま
た
二
首

経
雅
の
説

「
新
室
寿
ぎ

の
『
皇
太
神
宮
年

え
、
杵
築
祭
歌
謡

奏
で
遊
ば
む

遊
ば
む

用
『
寛
治

も
の
で
あ

に
絞
っ
て

先
行
研
究

し
た
と
す

我
が
国
の

が
あ
る
。

「
伊
勢
大
神
宮
」
に
、

か
ら
神
宮
に
派
遣

『
催
馬
楽
』
か
ら

」
を
下
敷
き
に
し

に
相
応
し
い

本
稿
で
述

伊
勢
神
宮

を
築
き
固

杵
築
祭
歌

ら
れ
る
の
に
ふ
さ

安
朝
中
後
期

築
祭
歌
謡
と
共
通
表
現
を
持
つ
先
行
す

本
紀
』
等
か
ら
杵
築
祭
歌
謡
は
直
接
的

あ
る
内
宮
の
杵
築
祭
歌
謡
の
う
ち
の
一

は
賛
同
し
が
た
い
。

」
と
「
杵
築
祭
」
は
性
格
が
違
い
、

秘
記
』）、
外
宮
が
一
三
八
〇
年
（『
康

り
、
そ
の
形
成
を
同
列
に
は
論
じ
ら
れ

杵
築
祭
歌
謡
の
形
成
を
考
え
る
。

に
は
『
続
日
本
紀
』
一
番
歌
や
『
催
馬

る
説
（
中
川
経
雅
）
と
、
古
い
新
室
寿

歌
の
伝
統
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
と

形
に
歌
い
出
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

六
、
結
語

べ
た
見
解
を
纏
め
る
と
以
下
の
通
り
。

の
遷
宮
に
伴
う
祭
儀
で
あ
る
「
杵
築
祭

め
る
所
作
と
共
に
歌
う
杵
築
祭
歌
謡
が

謡
の
史
料
上
の
所
見
は
内
宮
が
一
〇
九

に
『
催
馬
楽
』「
新
年
」「
葛
城
」
を
下

五
三

る
歌
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら

に
歌
い
直
さ
れ
た
と
し
、

首
に
し
か
触
れ
て
い
な
い

ま
た
杵
築
祭
歌
謡
は
微
音

暦
二
年
外
宮
遷
宮
記
』）
の

な
い
の
で
こ
こ
で
は
内
宮

楽
』「
新
年
」
を
歌
い
直

ぎ
の
寿
詞
を
起
源
と
し
て

す
る
説
（
大
島
信
生
氏
）

を
指
摘
し
た
。

」
に
は
新
正
殿
の
御
柱
根

あ
る
。

五
年
（『
遷
宮
例
文
』
引

敷
き
に
し
て
「
杵
築
祭
」



（『
延
喜
式
』
施
行

秘
記
』）
ま
で
と
い

杵
築
祭
歌
謡
に
は

類
似
の
表
現
が
見

及
び
大
神
宮
司
の

歌
謡
は
文
字
化
さ

な
い
）
か
ら
創
出

九
世
紀
初
頭
の
『

る
、
正
殿
の
地
を

名
称
は
ま
だ
見
え

治
秘
記
』）
段
階
の

収
の
杵
築
祭
歌
謡

合
で
あ
る
。

従
っ
て
、『
遷
宮

伊
勢
内
宮

で
歌
わ
れ
る
も
の

っ
て
杵
築
祭
歌
謡

説
に
も
全
面
的
に

大
島
氏
の
説
の
中

さ
れ
た
と
す
る
部

を
明
ら
か
に
し
た

）
よ
り
後
、
一
〇
九
五
年
（『
遷
宮
例

う
こ
と
に
な
る
。

『
万
葉
集
』・『
続
日
本
紀
』・『
古
今
和

え
る
。
し
か
し
、
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

補
任
形
態
（
中
央
か
ら
の
派
遣
）
か
ら

れ
て
久
し
い
テ
キ
ス
ト
（
つ
ま
り
す
で

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
杵
築
祭
歌
謡
の

皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
や
一
〇
世
紀
の

築
き
平
ら
す
祭
儀
（
何
れ
の
段
階
も

な
い
）
と
、
一
一
世
紀
終
盤
（『
遷
宮

「
杵
築
祭
」
は
祭
儀
の
性
格
が
違
う

の
歌
詞
は
『
延
喜
式
』
以
前
の
当
該
祭

例
文
』
所
収
の
杵
築
祭
歌
謡
の
成
立

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

な
の
で
新
室
寿
ぎ
の
寿
詞
と
は
発
声
形

の
起
源
に
新
室
寿
ぎ
の
寿
詞
は
想
定
で

は
賛
同
し
が
た
い
。

の
、
我
が
国
の
歌
の
伝
統
の
中
か
ら
杵

分
は
、
同
意
見
で
あ
る
が
も
う
少
し
具

い
。

文
』
所
引
『
寛
治

歌
集
』
等
に
多
く

時
期
と
神
宮
祭
主

考
え
て
、
杵
築
祭

に
「
歌
謡
」
で
は

成
立
時
期
に
実
際

カ
シ
コ

万
代
マ

天
照
ス

仕
ヘ
マ

で
あ
り
、

末
部
を
省

引
用
テ

で
あ
る
こ

安

天
治

『
延
喜
式
』
に
見
え

「
杵
築
祭
」
と
い
う

例
文
』
引
用
『
寛

。『
遷
宮
例
文
』
所

儀
の
態
様
と
不
整

時
期
は
九
六
七
年

『
寛
治

大
神
宮

経
雅
が

文
』
で
は

『
寛
正
造

「（『
寛
正

｜
と
記
し

こ
こ
に
言

三
年
の

『
寛
正
造

態
も
異
な
る
。
従

き
ず
、
大
島
氏
の

築
祭
歌
謡
が
形
成

体
的
に
形
成
過
程

に
宮
廷
社

さ
れ
た
と

注

神
宮
司

庁

八
六

シ
ヤ
五
十
鈴
ノ
宮
ノ
杵
築
シ
テ
ケ
リ

国

テ
ニ

オ
ホ
宮
ト
コ
ロ

カ
ク
シ
ツ

仕
ヘ

ツ
ラ
ン
、
ヨ
ロ
ツ
代
マ
テ
ニ

経
雅
の
表
記
と
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
が
、
こ

略
し
て
記
載
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ス
ト
の
底
本
は
「
鍋
島
家
本
」
で
あ
る

と
は
写
真
版
（
小
松
茂
美
監
修
『
日
本
名
跡

本
催
馬
楽
抄
』
一
九
七
八
年

二
玄
社
）

秘
記
』
は
散
佚

叢
書
『
大
神
宮
儀
式
解
』
前
篇

一
九
三
五

『
大
神
宮
儀
式
解
』
で
引
用
し
て
い
る
「
杵

な
く
、
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
の
第
四
〇

内
宮
記
』（『
寛
正
三
年
造
内
宮
記
』）
で
あ

造
内
宮
記
』
に
は
）
今
日
奉
仕
の
歌
も
記
せ

た
上
で
歌
詞
（
本
稿
本
文
に
掲
示
）
を
掲
げ

う
「
今
日
」
は
『
大
神
宮
儀
式
解
』
撰
録
の

「
今
日
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

内
宮
記
』
記
載
の
杵
築
祭
歌
謡
は
、

会
で
広
く
歌
わ
れ
て
い
た
『
催
馬
楽
』

考
え
ら
れ
る
。

庁
総
務
部
弘
報
課
編
『
瑞
垣
』
一
六
六
号

頁

ソ
サ
カ
ユ
ル
郡
ソ
サ
カ
ユ
ル

マ
ツ
ラ
ン
カ
ク
シ
ツ

れ
は
経
雅
が
繰
り
返
し
や
終

が
、「
天
治
本
」
も
ほ
ぼ
同
じ

叢
刊

第
一
九
回
配
本

平

で
確
認
。

年

神
宮
司
庁

三
〇
八
頁

築
祭
」
の
記
事
は
『
遷
宮
例

回
式
年
遷
宮
の
記
録
で
あ
る

る
。
歌
謡
部
分
に
つ
い
て
は

り
。」
｜
（

）
内
は
藤
原
注

て
い
る
。

「
今
日
」
で
は
な
く
、
寛
正

五
四

を
下
敷
き
と
し
て
歌
い
出

一
九
九
四
年
一
月

神
宮
司



伊
勢
内
宮

「
神
宮
の
祝
詞
奏
上

ウ
、
上
田
正
昭
監
修

角
川
書
店

五
一

「（
春
日
大
社
の
式

と
さ
れ
、
宮
司
は

お
聞
き
に
な
る
。

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

現
在
の
「
杵
築

祭
」
に
は
先
行
す

祝
詞
が
微
音
で

に
し
た
。

ア
、
金
子
善
光
『
祝

「
祝
詞
の
奏
上
法
に

す
べ
き
旨
が
記
さ

イ
、
同

一
六
六
頁

十
五
輯

一
九
九

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

解
説
並
記
録
写
真

四
年
三
月

皇
學

紀
伊
の

か
く
し
も
あ
ら
む

か
け
ま
く
も

れ
ど
も

新
し
き

年
の

大
島
信
生

遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

は
古
来
微
音
と
さ
れ
て
ゐ
る
」

『
秘
儀
開
封
春
日
大
社
生
き
て
い
る
正
倉

頁

本
文
は
岡
本
彰
夫

年
造
替
に
か
か
る
仮
殿
遷
宮
に
お
け
る
）
遷

微
声
で
奏
上
す
る
。
そ
の
声
は
人
に
は
聞
こ

も
ち
ろ
ん
他
見
は
い
っ
さ
い
許
さ
れ
な
い
。

・
ベ
ル
ナ
ー
ル

前
掲

祭
」
は
御
戸
祭
よ
り
後
に
行
わ
れ
る
が
、
な

る
。

読
ま
れ
る
こ
と
に
関
し
て
『
儀
式
』
以
外
で

詞
作
文
事
典
』
一
九
九
八
年

戎
光
祥
出

つ
い
て
は
、
平
安
時
代
に
儀
式
書
や
公
家

れ
、
神
宮
以
下
の
古
社
に
も
類
似
の
伝
承
を

、（
千
種
宣
夫
『
神
道
故
実
の
軌
跡
』
私
家

九
年
三
月

皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所

所

・
ベ
ル
ナ
ー
ル
「
第
六
十
一
回
神
宮
式
年
遷

（
五
）」（『
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
紀
要

館
大
學
神
道
研
究
所

所
収
）
中
「
杵
築
祭

国
の

室
の
江
の
辺
に

千
年
に

障
る

とあ
や
に
恐
し

藤
原
の

都
し
み
み
に

人

ま
そ
鏡

見
れ
ど
も
飽
か
ね
ば

万
代
に

は
じ
め
に

斯
く
し
こ
そ

千
歳
を
予
ね
て

「
杵
築
祭
歌
謡
の
研
究
」（『
皇
學
館
大
學
神

院
』
一
九
九
五
年

座
祭
の
祝
詞
は
秘
文

え
ず
、
神
様
の
み
が

」（

）
内
は
藤
原
注
。

味
の
祝
詞

と
い
う
ふ

で
あ
り
ま

る
と
こ
れ

で
あ
っ
た

う
ふ
う
に

お
竣
功
後
の
「
後
鎮

は
次
の
記
述
を
参
考

版

一
六
四
頁

の
日
記
に
微
音
で
奏

見
る
。」

版
よ
り
転
載
）

期
近
ク
行

イ
、
神
宮
司

か
く
帳
式

を
築
き
平

築
竣
成
後

ウ
、
桜
井
勝

「
神
宮
式

九
三
年
三

今
日
も
祝

収
）

宮
諸
祭
・
関
係
行
事

』
第
十
輯

一
九
九

」
の
項

こ
と
な
く

万
代
に

は
し
も

満
ち
て
あ

か
く
し
も
が
も
と

愉
し
き
を
積
め

正
三
年
造

三
年
五
月

た
だ
大

あ
る
こ
と

も
か
か
わ

る
。「

杵
築

ア
、
神
宮
司

代
祭
一

按
ス
ル
ニ

道
研
究
所
紀
要
』
第

な
お
、
神

を
奏
上
し
ま
す
し
、
古
い
祝
詞
を
見
ま
し
て

う
に
申
し
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
柱
根
を
突

す
。
お
祭
の
行
事
と
し
て
は
そ
の
通
り
で
ご

は
建
物
を
建
て
る
前
に
、
新
し
い
御
敷
地
そ

わ
け
で
す
。
そ
れ
が
い
つ
し
か
建
物
が
で
き

変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ハ
ル
ル
コ
ト

庁
（『
神
宮
要
綱
』
一
九
二
八
年

神
宮
司

（『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』、『
延
喜
式
』
を
指

ら
す
行
事
に
し
て
、
御
船
代
祭
等
に
先
ち
行

の
祭
儀
と
な
れ
り
。

之
進
（
一
九
九
二
年
神
道
宗
教
学
会
学
術
大

年
遷
宮
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
発
言
。『
神
道

月

所
収
）

詞
で
は
「
宮
地
を
固
め
る
こ
と
を
み
そ
な
は

内
宮
記
』）
ど
お
り
「
微
音
」
で
歌
わ
れ
る

一
日
藤
原
聞
き
取
り
）

島
氏
は
同
論
文
で
「
こ
の
よ
う
な
例
が
、
杵

を
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
」
と
も
述

ら
ず
あ
く
ま
で
も
杵
築
祭
歌
謡
の
起
源
に
新

祭
」
の
時
期
の
異
同
に
つ
い
て
は
以
下
の
諸

庁
（『
大
神
宮
故
事
類
纂
』
遷
宮
部
十
四

一
九
一
〇
年
完
成
）

杵
築
祭
ハ
古
儀
御
舩
代
祭
ノ
前
ニ
行
ハ
ル
ル

宮
司
庁
総
務
部
弘
報
課
に
よ
れ
ば
、
現
在

五
五 も

、
や
は
り
宮
地
を
固
め
る

き
固
め
る
の
は
こ
れ
は
所
作

ざ
い
ま
す
が
、
儀
式
帳
に
よ

の
も
の
を
突
き
固
め
る
行
事

て
か
ら
、
杵
築
を
す
る
と
い

庁

二
三
一
頁
）

す

藤
原
注
）
に
は
宮
地

は
れ
し
が
、
後
変
遷
し
て
建

会
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

宗
教
』
第
百
五
十
号

一
九

せ
給
へ
」
と
い
う
ふ
う
な
意

と
の
こ
と
で
あ
る
。（
二
〇
〇

築
祭
歌
謡
成
立
の
前
段
階
に

べ
、
両
者
に
類
句
が
な
い
に

室
寿
ぎ
の
寿
詞
を
想
定
さ
れ

研
究
が
あ
る
。

杵
築
祭
御
戸
祭
御
形
祭
御
船

祭
典
ナ
リ
故
ニ
近
例
ハ
遷
御

も
杵
築
祭
歌
謡
は
古
例
（『
寛



引
用
に
際
し
て

体
に
改
め
た
。

本
稿
を
な
す
に

典
籍
の
拝
見
を
特

し
上
げ
ま
す
。

物
語
』
｜
小
学
館

集
』

版

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳

太
神
宮
年
中
行
事

喜
式
』
｜
集
英
社

字
本
）』・『
康
暦
二

遷
宮
記
』』
｜
神
宮

刻
日
本
古
典
全
集

伊
勢
内
宮

エ
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

上
代
の
新
宮
造
替

従
っ
て
新
宮
の
御

記
さ
れ
て
い
る
通

元
を
固
め
る
祭
で

と
考
え
ら
れ
る
。

〈
引
用
テ
キ
ス
ト

『
古
事
記
』・『
日二

行
割
注
は
小
字
一
行
に
、
漢
字
は
原
則
と

当
た
り
、
新
書
庫
建
設
に
伴
う
休
館
中
に
も

に
ご
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
神
宮
文
庫
に
対

「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」、『
万
葉
集

」、『
続
日
本
紀
』
｜
岩
波
書
店
「
新
日
本

』
｜
神
道
大
系
編
纂
会
「
神
道
大
系
」、

』
｜
岩
波
書
店
「
日
本
古
典
文
学
大
系
『

『
延
喜
式

上
』、『
遷
宮
例
文
』・『
元
亨
三

年
外
宮
遷
宮
記
』・『
寛
正
三
年
造
内
宮
記

司
庁
「
神
宮
遷
宮
記
」、『
體
源
鈔
』
｜

）」 遷
宮
杵
築
祭
歌
謡
の
形
成

・
ベ
ル
ナ
ー
ル
（
前
掲
）

の
段
階
で
は
、
宮
殿
を
た
て
る
前
に
杵
築
祭

敷
地
に
新
し
い
土
を
運
ぶ
必
要
が
あ
っ
た

り
、
建
物
を
た
て
る
前
に
行
わ
れ
て
い
た
か

は
な
く
て
御
敷
地
に
運
ば
れ
た
土
を
突
き
固

本
書
紀
』・『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』

し
て
現
在
通
行
の
字

か
か
わ
ら
ず
貴
重
な

し
て
厚
く
御
礼
を
申

』
｜
塙
書
房
「『
万
葉

古
典
文
学
大
系
」、

『
古
今
和
歌
集
』・『
皇

古
代
歌
謡
集
』」、『
延

年
内
宮
遷
宮
記
（
假

』・『
寛
文
九
年
内
宮

「
日
本
古
典
全
集
（
覆

は
行
わ
れ
て
い
た
。

の
で
、『
儀
式
帳
』
に

ら
元
来
は
御
柱
の
根

め
る
行
事
で
あ
っ
た

・『
催
馬
楽
』・『
源
氏

五
六


